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▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

▲手軽に効率的に探せます

▲合戦(チーム戦)をするのが好
きと話す植草くん

500円

(保険代、土産代込)
各20人

5／17(土)

(9：30〜12：00)

3,500円

(保険代、弁当代込)
50人

5／16(金)

(9：30〜15：30)

費用人数日程

①芭蕉記念館で講演の後、芭蕉稲荷→要津寺

→江島杉山神社→回向院までまちあるき

②芭蕉記念館で講演の後、芭蕉稲荷→臨川寺

→採荼庵跡→深川江戸資料館までまちあるき

芭蕉記念館で講演の後、船で隅田川を航行(船

内で俳句指導)し、千住で下船してまちあるき。

船で戻って高橋乗船場で解散。

内容

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
に
あ
た

り
︑
区
内
を
中
心
と
し
た
事
業
者
の

情
報
が
︑
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
手

軽
に
調
べ
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
︒

こ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
は
︑
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
の
所
在
地
図
や
規
模

な
ど
基
本
的
な
情
報
の
ほ
か
︑
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
可
能
数
や
︑
通
所
介
護
な
ど
一
部

の
サ
ー
ビ
ス
の
﹁
空
き
情
報
﹂
も
確

認
で
き
ま
す
︵
空
き
情
報
は
�
月
開

始
予
定
︶
︒

検
索
は
︑
﹁
サ
ー
ビ
ス
内
容
﹂
﹁
事

業
者
名
﹂
か
ら
で
き
る
ほ
か
︑
区
内

の
地
域
を
指
定
し
て
︑
お
住
ま
い
に

近
い
事
業
者
も
探
せ
ま
す
︒

ご
利
用
は
︑
区
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

か
ら
﹁
生
活
情
報
﹂
↓
﹁
高
齢
者
﹂

↓
﹁
介
護
保
険
﹂
と
お
進
み
い
た
だ

き
︑
﹁
江
東
区
介
護
事
業
者
情
報
検

索
シ
ス
テ
ム
﹂
で
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

携
帯
電
話
用
の
二
次
元
コ
ー
ド
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
︑
外
出
先

で
も
最
新
の
情
報
が
わ
か
り
ま
す
︒

な
お
︑
パ
ソ
コ
ン
な
ど
が
ご
利
用

で
き
な
い
方
に
は
︑
印
刷
し
た
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
一
覧
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
初
め
て
認
定
結
果
を
通
知

す
る
際
に
は
︑
同
様
の
事
業
者
一
覧

を
同
封
し
て
い
ま
す
︒

▢問
介
護
保
険
課
給
付
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

現
在
の
暦
で
�
月

日
に
︑
松
尾

16

芭
蕉
は
深
川
か
ら
お
く
の
ほ
そ
道
の

旅
に
出
立
し
ま
し
た
︒
こ
れ
を
記
念

し
お
く
の
ほ
そ
道
追
体
験
ツ
ア
ー
を

行
い
ま
す
︒
専
門
家
に
よ
る
講
演
会

や
︑
船
中
で
参
加
者
に
俳
句
を
詠
ん

で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
い
ま
す
︒

▢時

▢内
下
表
の
と
お
り

▢締
�
月
�
日
︵
金
︶
必
着

▢申
�
月

日
︵
金
︶
か
ら
フ
ァ
ク

25

ス
に
①
名
前
②
住
所
③
電
話
番
号
④

生
年
月
日
︵
保
険
加
入
手
続
き
に
使

用
︶
⑤
参
加
希
望
日
︵

日
は
コ
ー

17

ス
番
号
記
載
︶
を
記
入
し
︑
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
本
所
深
川
事
務
局
へ

℻
(
�
�
�


)
�
�


	

☎
�
�
�
(




�
�
)
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�
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︵
森
下
�
︱

︱

︶
▢費
無
料

12

17

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢問
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

由
に
読
め
る


︑
�
�
�
冊
以
上
の

少
女
マ
ン
ガ
を
展
示
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
～
�
月
�
日

27

︵
金
︶
午
前
�
時
～
午
後
�
時

▢場

森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
ロ
ビ
ー

森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ

れ
た
書
籍
や
資
料
か
ら
︑
少
女
マ

ン
ガ
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
︒
の

ら
く
ろ
ト
リ
オ
・
山
根
赤
鬼
先
生

の
﹁
か
の
こ
ち
ゃ
ん
﹂
原
画
や
当

館
を
訪
れ
た
マ
ン
ガ
家
の
色
紙
︑

森
下
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
で
は
︑
自

江東区役所〒135-8383 東陽 4−11−28☎ 3647−9111(代)

こうとう区報は発行日から3日かけて
郵便ポストへお届けしています

ご家庭・事業所等で配布が必要ない場合や、配布部数の変更
を希望される場合は、全戸配布コールセンター（平日および
配布日の9：00〜19：00）☎3950-3070へ

読み終わった区報は
古紙回収へ

▲芭蕉庵史跡展望庭園にある芭蕉像▲チェリッシュブック(白泉社)

第28回東京都スポーツチャンバラ
選手権大会 高学年の部 長剣 3 位

植草そらくん(東陽小5年)
小学5・6年生も参加し、自分より体格

の大きい強者が集う高学年の部で、3位

入賞という見事な成績を収めました。お

姉さんがやっていたという影響で、スポ

ーツチャンバラを始め、週末に東陽小の

体育館で稽古を行い、実力を磨いてきま

した。｢この成績を残すことができたの

は、日ごろの練習で仲間と一緒にがんば

ってこれたからです｣と語る植草くんは、

スポーツチャンバラを通して、努力する

こと、人に感謝する気持ちの大切さを学

んでいます。今大会で感じた課題をしっ

かりと見つめ、今後はもっと技を極め、

全国大会でベスト4に入るという目標を

掲げています。

▶かのこ
ちゃん

▲携帯電話用の二次元
コードはこちら

月
	
日
の
入
学
式
後
に
︑
学
校
・
警

察
等
協
力
の
も
と
︑
付
近
の
交
差
点

で
横
断
訓
練
︵
横
断
歩
道
を
安
全
に

渡
る
訓
練
︶
を
行
い
ま
し
た
︒
警
視

庁
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
警
視
総
監
や
山

﨑
区
長
を
先
頭
に
︑
式
を
終
え
た
ば

か
り
の
児
童
が
保
護
者
ら
と
手
を
つ

な
ぎ
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
た
︒
通

学
時
の
交
通
事
故
防
止
に
役
立
つ
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
︒

区
立
小
学
校

校
は
�

44

月
	
日
︑
区
立
中
学
校
23

校
は
�
月
�
日
に
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
︒
新
小

学
�
年
生
は
�
︑
�
�
�

人
︑
新
中
学
�
年
生
は


︑

�


�
人
で
す
︵
�
月
	

日
現
在
︶
︒
入
学
式
当
日

は
︑
新
品
の
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
て
喜
ぶ
小
学
�

年
生
や
︑
初
々
し
い
制
服

に
身
を
包
ん
だ
中
学
�
年

生
が
︑
入
学
式
に
臨
み
ま

し
た
︒
東
雲
小
学
校
で
は
︑

新


年
生
が
息
の
揃
っ
た

歓
迎
の
言
葉
と
合
奏
で
新

入
生
を
迎
え
ま
し
た
︒

有
明
小
学
校
で
は
︑
�

▲入学式。元気いっぱいの新入生が、仲間入りしました

◀
警
視
総
監
と
手
を
つ
な
ぎ
︑
横
断

歩
道
を
渡
る
田
中
夢
彩
さ
ん

Ⓒ山根赤鬼


